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1. はじめに 

大学の授業において、いわゆる「アクティブ

ラーニング」重視されるようになり、従来から

行われてきた一方向的な講義ではなく、学生に

自発的な授業参加を促す双方向型の授業が求

められるようになってきた。文部科学省も、双

方向型授業の導入をはじめとする教育改善を

行うよう、大学に対して求めている 1)。 

しかし、特に教員にとっては、これまで行っ

てきた伝統的な形態の講義から脱することは

簡単ではない場合が多い。そのため、なるべく

大きな負担を伴わずに、双方向型授業を「ある

程度は」実現できるような手法が検討されてき

ている。 

オーディエンス・レスポンスシステムは、教

員からの問いかけに対する学生の反応を即座

に可視化できるシステムで、双方向授業の実現

を支援するツールの例として挙げることがで

きる。各社からいくつかの製品が提供されてお

り、筆者も以前に“Clica” 2)という製品の紹介

を行った 3)。これらは、ツールとして有用では

あるが、一方で、費用や手間の面で一定の負担

も発生する。 

本稿では、なるべく手間や費用を掛けること

なく、そうした双方向型授業を実現する手法の

ひとつとして、Moodleのフィードバック（アン

ケート）機能の利用を提案する。 

 

2. クリッカー 

双方向型授業を実現する手法として、「クリ

ッカー」という通称で知られるオーディエン

ス・レスポンスシステムが挙げられる。製品と

しては、例えば“TurningPoint”2)などが市販

されている。これは、教員の問いかけに対し、

学生が手許に用意された機器のボタンを押す

などの方法によって回答を行い、その回答の結

果がその場で集計され、教室前方のスクリーン

に表示されたグラフなどに示されるようにな

っているシステムである。 

しかし、こうした機器の導入した場合、特に

多人数では機器の配布・回収に大変な手間がか

かること、システムの導入には費用がかかると

いう問題がある。 

また、「クリッカー」とほぼ同等の機能をウ

ェブ・アプリケーションとして実現したものも

いくつか存在する。“Clica”はそのひとつの

例である。これらは、いわば「お試し版」に相

当するものが無料で利用できる場合が多く、教

員や学生は、既に所有しているパソコンやスマ

ートホンを利用して設問や回答を行うことが

可能である。 

こうしたソフトウエア的な手法は、物理的な

機器を利用した場合の手間や費用の問題を解

決できるが、その一方で、利用に当たってはユ

ーザー登録を求められたり、高度な機能を利用

するためには有料版を利用しなければならな

かったりする場合が多い。したがって、物理的

な機器を用意することに較べれば軽いかも知

れないが、それでも教員に対しては負担を強い

ることとなり、利用する上での障壁となってい

る。 

 

3. Moodleのフィードバック機能 

3.1. Moodleの概略 

Moodle5)はオープンソースの学習管理システ

ム（LMS）で、授業に利用する資料の掲載、小

テストやアンケートの実施、ルーブリックの作

成などの機能を備えている。 

Moodleを導入している大学では一般に、情報

システムを利用するためのアカウントがあれ

ば、Moodleを利用することが可能である。そし

て「コース」と呼ばれる、授業科目ごとに設定
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されたウェブ頁内で、担当教員は資料の掲載や

小テストの作成などを行うことができる。こう

してコース内に作成あるいは掲載されたもの

は「コンテンツ」と総称される。また、それコ

ースの授業を履修する学生は、教員が設置した

コンテンツを利用して小テストを受験したり、

資料を閲覧したりすることができるが、当然な

がらコースの編集は行うことができないよう

になっている。 

3.2. モバイル Moodle 

大学の端末室等では、パソコンのブラウザーを

利用して Moodleにアクセスする場合が多い。

しかし、Moodleには「モバイル Moodle」とい

うスマートホンやタブレット向けのアプリケ

ーションが、Android 用と iOS用共に用意され

ている（図 1）。6) 7) こんにちでは、ほとんどの

学生がスマートホン等のモバイルデバイスを

所有しており、それらを通じて Moodleのコー

スにアクセスすることが可能である。 

 

 

図 1 モバイル Moodle のホーム画面 
 

 富山大学の Moodleは、VPNを利用しなくても

学外からのアクセスができるため、自宅等にお

いても資料を閲覧したり、課題を提出したりす

ることができる。 

 但し、教員の立場でコンテンツを編集する作

業は、モバイル Moodle では行うことができな

い。したがって、教員がコンテンツの編集作業

を行いたい場合は、モバイルデバイスまたはパ

ソコンのブラウザーを用いて Moodle にアクセ

スする必要がある。なお、Moodleにモバイルデ

バイスのブラウザーでアクセスした際には、パ

ソコン版のブラウザーとは異なるモバイル用

に特化したスタイルで表示される（図 2）。 

 

 

図 2 モバイルデバイス用のブラウザー

（Opera）で表示した Moodle 
 

3.3.フィードバックの設置 

Moodleでは、いわゆるアンケートを行うため

のコンテンツを「フィードバック」と称する。 

コース上にフィードバックを設置するため

には、教師（管理者）として Moodle にログイ

ンした後、「活動またはリソースを追加する」

のリンクから追加するコンテンツの一覧を表

示し、「フィードバック」を選択する（図 3）。 
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図 3 「活動またはリソースを追加する」に表

示された、作成可能なコンテンツ一覧 

 

その際、フィードバックの名称と説明文を記

入する欄の下にある、「質問および回答設定」

の「ユーザ名を記録する」という項目で、匿名

か記名式かを選択できる（図 4）。 

また「回答送信後」の「分析ページを表示す

る」の項目を Yesにすることで、学生もアンケ

ート結果を参照することができるようになる

（図 4）。ここを No にすると、教員だけしかア

ンケートの結果を見られなくなる。 

 

 
図 4 フィードバックの設定 

その他にも利用できる期間など、さまざまな

設定が可能である。詳細は、Moodleのマニュア

ルを参照されたい。例えば、富山大学総合情報

基盤センターのサイトでは、かなり詳細な

Moodle のマニュアルが公開されている。8) こ

れは古いバージョンの Moodle のマニュアルで

はあるが、少なくともフィードバック機能の説

明には、現在用いられているバージョンとの間

に大きな差はない。 

3.4.フィードバックの問題作成 

設置したフィードバックは、コースの画面上

に図 5のように表示される。このリンクを開く

と、問題を編集したり、回答を参照したりでき

る画面になり、「質問を追加する」のタブを開

くと質問の編集を行える（図 6）。また、「分析」

のタブを開くと、回答の結果がグラフで表示さ

れる（図 7）。 

 

 
図 5 コース上に設置されたフィードバック 

 

 
図 6 質問の編集画面 

 

 
図 7 回答結果のグラフ 
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4. クリッカーとしての利用 

以上のようにして設置した Moodle のフィー

ドバック機能では、学生が回答した結果がすぐ

にグラフとして反映される。但し、既に表示さ

れているグラフの更新は自動で行われないた

め、最新の結果を見るためには F5 キーなどを

使って画面を更新する必要がある。この点を除

けば、ほぼクリッカーと同等の機能が実現する。 

大学の端末室など、学生がパソコンを使える

状態になっている場合はもとより、通常の教室

であっても、学生にスマートホンなどのデバイ

スを利用させて参加させることができる。 

3.3 で述べたように、学生にも回答結果を参

照できるように設定することが可能で、その場

合は、学生も教員と同様のグラフを参照できる。 

パソコンおよびモバイルデバイスのブラウ

ザーからアクセスした場合、図 7のように回答

結果のグラフは棒グラフで表示される。しかし、

モバイル Moodle のアプリケーションを利用し

た場合には、図 8に示すように、円グラフとし

て表示される。この場合、回答者全体に対する

百分率も表示され、ブラウザーで閲覧した場合

よりも見やすい表示になるのが利点である。 

 

 

図 8 モバイル Moodle で表示した回答結果 

4. おわりに 

本稿では、インターネットに接続されたスマ

ートホンやパソコンを利用し、授業中に学生か

らの反応を即座に集計して表示する方法とし

て、Moodleのフィードバック機能の利用を提案

した。 

Moodleを使えば、高価な市販の機器や、登録

に手間のかかる学外のウェブサービスを利用

する必要がなく、比較的容易に「双方向型授業」

を実現することができるであろう。 
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